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皆さんは今の越谷市をどう感じていらっしゃ
いますか？

「良くもないけど、悪くもない。」「こんな時代
だからそんなに高望みは出来ない。」私にはそ
んな声が多く聞こえてきます。それは本来の結
果なのでしょうか？様々な地域を見てきた私に
とっては「モノ足りなさ」しか感じません。

我が越谷市の人口は 34 万人をキープ、緩や
かには高齢化していますが、市内には29校の小
学校と15 校の中学校が存在し、まちには子ども
たちの声が響いています。ベッドタウンとして東
京を支える裏方の様に位置付けされてきました
が、コロナ禍を経て日中でも生産年齢世代（15
～６４歳）が、地元で過ごす時間も増えています。
人、人材というキーワードでは危機感を感じる
事はありません。 また予算は年間約1,300億円で
推移しています。経営感覚のない会社として考
えた場合、義務的経費が増加しているとはいえ、
使える予算が1,300億円もあるだけでも恵まれて
いるといえます。

私は、行政運営も「経営」だと捉えています。
越谷市は、経営資源の 3 要素と言われる「ヒト・

2.0

ヒトとカネに恵まれた越谷、残る
ピースは “モノ” だけ

モノ・カネ」のうち、少なくとも、「ヒト」と「カネ」
は確保出来ていると思っています。唯一「モノ」、
つまり資源が乏しいとされる越谷市ですが、こ
れは単純に資源がある事に気がついていない
か、活かされていないだけです。

今の越谷市は全国各地の多くの自治体に比
べ、非常に恵まれた環境下にあり、豊かな社
会を築く土壌が整っているにも関わらず、その
状況にあぐらをかいているのです。童話で有名
なウサギとカメで例えるなら、現在の越谷市は
道中で寝ているウサギです。このまま寝ている
と、危機感に溢れ、努力を続けている周辺地
域に追いつき追い越され、吸収合併されるか、
自治体消滅という結末すら見えてきます。大袈
裟な話ではなく実際にそうなっている地域があ
るのです。

私、あぜがみ順平は、この都市間レースを
沿道から眺めていましたが、どうしても我慢が
出来なくなってきました。寝ているウサギを叩き
起こし、ぶっちぎりのゴールを目指したくなった
のです。それは危機感だけではなく、限りなく
可能性のある地元・越谷市の潜在能力に掛け
た期待感と、これからもずっと越谷市で生きて

いく自分と家族、広くは越谷市民全体の幸せを
願って動かされたものです。

しかし、「ヒト・モノ・カネ」が揃う中で、な
ぜこれほど「モノ足りなさ」を強く感じるのか？
最も重要な事に気がつきました。それは越谷に
特徴的な「ビジョン」がないということです。
特に、リーダーが、地域づくりを進める上で、
明るい理想を目指していない、夢や希望を語っ
ていないという事です。

例えるなら、我々は越谷号という大きな船に
乗っているだけで、どこに向かっているのかさっ
ぱり分からない。行き先無しの風任せ状態で航
海しているのです。我々市民はどこに連れて行
かれるのでしょうか？

私はまず、市民のためにこの船の行先を改め
て明確に定め直し、航海を再開しようと思いま
す。きっと、行き先が見えてくれば、乗客である
市民も、まちの変化を感じはじめるでしょう。
皆さんと越谷市を盛り上げていきたいのです。

市民ひとりひとりが幸せな人生を謳歌出来
る、そんな豊かな越谷市を目指します！

ウサギを目覚めさせろ！
越谷の無限のポテンシャルに賭ける

あぜがみ順平 越谷の未来を語る！
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新しいまちづくりのビジョン
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討議資料

越谷市が目指す未来をリセット!



登録よろしく
お願いします！

1976 年　越谷市越ヶ谷本町（袋町）に生まれる
1988 年　越谷市立東越谷小学校卒業
1991 年　私立成城中学校卒業
1994 年　私立成城高校卒業
1998 年　芝浦工業大学工学部建築学科卒業
2001 年　芝浦工業大学大学院建設工学専攻修了
2005 年　けやき建築設計開所
2009 年　芝浦工業大学非常勤講師着任
2015 年　越谷市議会議員 当選
2017 年　越谷市長選挙に立候補（惜敗）
2018 年　越ヶ谷宿はかり屋管理会社
  一般社団法人  越谷テロワール  代表理事
2022 年 レイクタウン水辺のまちづくり会社　
 レイクアンドピース株式会社設立   代表取締役

妻・高校生の娘と中学生の息子との 4人暮らし。
水廻り掃除と木の種類を見分ける事が得意。

じゅんぺい

あぜがみ順平
LINE 公式アカウント

1976 年、越谷市越ヶ谷本町に生まれる

7 歳、弟と一緒に

北越谷の土手でお花見

趣味は各地のクラフトビール屋さん巡り

好きが高じて「越谷水辺エール」を開発

６歳、越ヶ谷秋まつり

山車をバックに弟と

当時越谷市商工会の会頭だった

祖父との一枚

越谷市内の移動は専らオレンジの自転車で

健康的な暮らしを実践中！

あぜがみ順平 プロフィール


